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どんぶり原価から製品別原価管理へ。
原価の「使える化」で利益創出する秘訣
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本日お話したいこと

◼ 原価管理は、なぜ重要か？

◼ 原価情報を活用し、利益を創出するための秘訣とは？

◼ 原価管理システムの導入事例と導入効果

◼ 最新の原価管理システムで、どこまでできる？

◼ 原価管理システム構築のポイント
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「どんぶり勘定」とは？

（職人さんが腹掛けの“どんぶり”にお金を入れて、無雑作に出し入れしたことから）

「細かく収支を勘定せず、あるにまかせて無計画に金を使うこと」
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「どんぶり原価」とは、どういう状態？

ものづくりのプロセスと原価計算の手続き

プロセスでみると

仕入 加工 販売

材料を
仕入れ 加工し

製品を
販売する

原価視点でみると

材料費

加工費

販管費

原価

仕入 加工 販売

売上

利益
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「どんぶり原価」とは、どういう状態？

『製品別の原価』に、どの程度 “実態” が反映できていますか？

この部品／仕入先は、値上がりしてるな・・・

この部品／仕入先は、不良が多いな・・・

この部品／仕入先は、輸送費や輸入諸掛がかかるな・・・

購買

この工程／製品は、不良が多いな・・・

この工程／製品は、手間がかかるな・・・
製造

この部品／仕入先は、検査に手間がかかるな

この製品／得意先は、検査に手間がかかるな
品管
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「どんぶり原価」だと何がわるい？

「原価管理」は、「利益管理」。

売価 原価 利益＝－

「入るを量りて、出づるを制す」
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「どんぶり原価」だと何がわるい？

原価管理の精度が低いと利益実態を把握できず、意思決定を見誤る。

仕組みや運用負荷の制約があり、人時間や機械時間など、
正しいデータをもとにした原価計算が行えていない

製品群

利
益

A B C D E

材料費

外注加工費

社内加工費

採算ライン

品目別収支（理論値＋配賦ベース）

どれも利益が
出ているようにみえる

品目毎の正確な原価が見えていなかったため、
選択と集中が遅れ、品目も増え、利益を圧迫していることが判明

A B C D E

材料費

外注加工費

社内加工費

採算ライン

実際の品目別収支（ファクト）

加工費を正しく集計
採算ラインからコア製品を選ぶ

製品群

利
益

赤字の製品

正しく原価がわからないので
どの製品が稼いでいるのかわからない
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「どんぶり原価」だと何がわるい？

「どんぶり原価」では、意思決定ができず、利益確保が困難な時代。

先行き不透明な景気動向

原燃料価格や為替の変動
人件費の上昇

コスト競争の激化

製品バリエーションの増加
製品ライフサイクルの短縮
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原価を「管理」するとは？

あまり難しく考える必要はありません。

今回は、いつもより、 いい・わるい？

標準原価 原価差異＝実際原価ー
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原価を「管理」するとは？

原価企画→維持→改善活動で原価を作り込み、利益を創出する

商品企画 構想設計 量産設計 生産準備 生産・調達

原価企画 原価維持

コストプランニング コストデザイン コストコントロール

原価改善

従
来
原
価

新
機
能

原価低減
目標

実
際
原
価

標
準
原
価

原価維持

原価改善
目
標
原
価

利
益

販
売
価
格

標
準
原
価

積
上
原
価

P D

C

A

D

C

A

D

C

A

D

C

A

D

C

A
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「標準原価」と「実際原価」の違い

どちらか一方だけでなく、標準原価・実際原価の双方あることがのぞましい

標準使用数×標準購入単価 実際使用数×実際購入単価

標準作業時間×標準賃率 実際作業時間×実際賃率

材料費

労務費

標準値をもとに原価を算出 実際値をもとに原価を算出考え方

標準原価 実際原価

標準作業時間×標準配賦率 実際作業時間×実際配賦率経費

原価見積や基準値としての使用 標準原価の妥当性評価や実態把握用途

計
算
方
式
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標準原価を持つこと＝見積能力を持つこと

原単位情報が整備されていなければ、新製品原価は正確には見積もれない

部品表

標準時間

購入単価×
標準原価

原単位情報

× 賃率

標準原価はナマもの・・・ 放っておくと、くさってしまいます

・昨年実績からのフィードバック （実際値を把握していないとフィードバックできない）
・仕入先からの見積取得
・為替レートの反映 etc
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「原価差異」の活用方法

標準労務費

賃率差異

時間差異

実際賃率

標準賃率

（例） 直接労務費の差異分析

実際
労務費

標準時間 実際時間

標準材料費

価格差異

数量差異

実際価格

標準価格

（例） 直接材料費の差異分析

実際
材料費

標準数量 実際数量

◎賃率差異 ＝（標準賃率－実際賃率） × 実際時間
◎時間差異 ＝（標準時間－実際時間） × 標準賃率

◎価格差異 ＝ （標準価格－実際価格） × 実際数量
◎数量差異 ＝ （標準数量－実際数量） × 標準価格

数量差異・時間差異は？ 価格差異は？ 賃率差異は？

製造部門 購買部門 事業部

単価差異・レート差異をブレイク
差異の大きい品目・仕入先から対策

販売動向や需給バランスの
ウォッチと予算統制の徹底

数量差異・時間差異の大きい
工程・品目から対策
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使える「原価差異」を把握するために

異常・変動を計測したいポイントに着目し、ツール利用と合わせてレベルを設定

棚卸法

原材料消費実績

バックフラッシュ

実数値
品目別の数量差異は把握不可

理論値
品目別の数量差異は把握不可
（標準BOMとの設計変更差のみ）

バックフラッシュ＋
使用量基準で棚差按分

実数値×理論按分
品目別の数量差異を把握可

指図別に実数把握
実数値 （③との併用も可）
品目別の数量差異を把握可

把握しない
（生産数按分）

直接作業時間実績

部門単位
・社員/社員外・賃金別
・日次/月次

なし
品目別の時間差異は把握不可

実数値
品目別の時間差異は把握不可

ライン/工程単位
・社員/社員外・賃金別
・日次/月次

実数値
品目別の時間差異は把握不可

②または③から
標準時間基準で按分

実数値×理論按分
品目別の時間差異を把握可

指図別に実績把握
実数値
品目別の時間差異を把握可

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

※ 人工程・機械工程の種別に留意
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結果管理から 推移・傾向管理、そして予測型管理へ

結果管理

実際原価
原価差異分析

どうだった？

推移・傾向管理

月次推移
期首予算との比較

どうなってる？

予測型管理

見積原価
予算原価

どうなりそう？

先を見通して先手を打ち、予定通りに結果を出す「予測型管理」へ
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予測型管理とは

“想定内”だから、迅速かつ適切に意思決定できる

販売見込

3パターン

為替レート

3パターン
×

月次見直し

12回
× ＝

年間

108 パターン

■ワーストケースの場合

•原料価格が20％上昇したら価格転嫁はやむなし・・・

•景気減速の影響が30％を超えれば固定費削減に踏み切る・・・

■ベストケースの場合

•需要があと３０％増加したら、外注先を確保しないと！

•間接部門にライン応援の依頼もしないと！
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標準原単位にもとづく、予算原価シミュレーション

短サイクルかつ複数シナリオでシミュレーション可能

販売見込
製品X 200個
製品Y 100個
・・・

標準原単位

製品X 中間品A 原材料1

原材料2

展開計算

展開計算結果

製造予定
製品X 200個
中間品A 400個
・・・

購入予定
原材料1 1,600個
原材料2 2,000個
・・・

予算原価計算

製品別原価・損益予算

品目 売上 原価 利益

製品X ¥40,000 ¥24,000 ¥16,000

製品Y ¥30,000 ¥20,000 ¥10,000

販売見込が変わったら
どうなりそうか？

販売見込と標準原単位をもとに算出
展開計算結果をもとに配員計画等を検討

展開計算結果をもとに
製品別原価・損益の見込を算出

販売見込を変更して、
何度もシミュレーション

作業時間予定
工程1 1,000h
工程2 1,600h
・・・
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「原価管理」から「利益管理」へ

正しい原価がわかると、正しく利益管理でき、意思決定に活用できる

売価 原価 利益＝－

「入るを量りて、出づるを制す」
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「原価管理」から「利益管理」へ

数値化するからアクションにつながる （製品戦略、販売戦略への活用）

限界利益率

販
売

量

売れ筋
（薄利多売）

儲け筋
（厚利小売）

稼ぎ筋
（厚利多売）

見せ筋
（薄利小売）

死に筋

製品ポートフォリオ 得意先収支ランキング

⚫製品ポートフォリオ ：旧製品が上位を占めている、主力製品が実は稼いでいない
販売量が減少しているのに販売単価はそのまま、在庫金額も高め

⚫得意先収支ランキング ：主要得意先が、実は利益率が低い

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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既存システムの改修やEXCELで実現するのは、とても大変・・・

実際原価計算標準原価計算

原価差異分析 利益分析

シミュレーション レポート
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mcframe原価管理とは

既存システムと連携して利用可能な、原価管理パッケージ

実際原価計算 実績原価（速報原価）計算

予算原価シミュレーション

原価標準の見積シミュレーション
原価標準の設定と確定

標準原価シミュレーション

標準原価マスタを使用

実際費用データを配賦
実際原価の把握、原価差異の把握

実績データと実際費用を使用

予算・総工数・予定レートの見積
予算シミュレーション

標準原価マスタと予定データを使用

労務費・経費は予定レートを使用
月中の原価進捗と原価差異の把握が可能

実績データと予定レートを使用
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mcframe原価管理とは

PDCAサイクルで高度なコストマネージメントを実現する

製造部門のPDCA

原価差異分析

標準原価設定

ドリルダウン分析

原価シミュレーション

実際原価把握
総合原価・個別原価

高度なコストマネージメントの実現

迅速な
意思決定

原価情報の
戦略活用

計画主導型
業務の確立

選択と集中
による利益拡大

原価低減
推進

営業部門のPDCA

売上予算設定
売上シミュレーション

売上分析

ドリルダウン分析

売上実績把握
月別推移・進捗把握

事業部門のPDCA

予算編成

損益把握

予算シミュレーション

全社・品目別P/L

利益分析

ドリルダウン分析



23Copyright (C) Business Engineering Corporation.

mcframe原価管理の導入事例

明治薬品株式会社様 事例

THK株式会社様 事例

日産化学株式会社様 事例
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明治薬品株式会社様 事例 ＜企業概要＞

◼ 社名
明治薬品株式会社

◼ 設立
1948年4月

◼ 主な事業内容
医薬品、医薬部外品、動物用医薬品、食品製造及びその販売

◼ 売上
49億8,900万円

◼ 従業員数
303名

パッケージ徹底活用の好事例
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明治薬品株式会社様 事例 ＜導入の背景＞

『受託製造事業の利益率向上』 がテーマ

自社製品
事業

利益率が高い

受託製造
事業

利益率が低い
（製造原価が利益の源泉）

パッケージ徹底活用の好事例
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明治薬品株式会社様 事例 ＜システムの特長＞

『財務のための標準原価』から、製品別原価の把握を軸に原価管理のPDCA構築へ

導入前
財務のための標準原価

本当のところ、
どの製品でいくら儲かっているのか
わからない・・・

・・・

導入後

実際原価計算

予算原価シミュレーション

標準原価シミュレーション

製品別原価の把握を軸に
原価管理のPDCAを構築

パッケージ徹底活用の好事例
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明治薬品株式会社様 事例 ＜導入効果＞

“感覚”ではなく、“数字”で判断できる環境に。

精度の高い生産実績をもとにした実際原価により、“いまある原価”を捉える

原単位マスタを精度よく整備することで、“あるべき原価”である標準原価を設定

品目別・工程別・原価費目別など、多面的な切り口で原価差異を分析
月次会議で、原価差異が一定額以上のものについて原因を追究

Do
実際原価の把握

Plan
標準原価の設定

Check
原価差異分析

Action
原価低減活動

原価差異分析結果をもとに改善活動を推進
直接作業のほか、購買業務などの間接作業の効率化・自動化も推進

Simulation
予算原価計算

新規受注や終売に伴う需要変動のインパクトを予測
生産予定をもとに必要工数を算出することで、鯖読みがちな人員配置を最適化

パッケージ徹底活用の好事例
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明治薬品株式会社様 事例

事例ホワイトペーパーのご案内

https://www.mcframe.com/library

パッケージ徹底活用の好事例

https://www.mcframe.com/library
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THK株式会社様 事例 ＜企業概要＞

◼ 社名
THK株式会社

（Toughness, High Quality, Know-how）

◼ 設立
1971年4月

◼ 主な事業内容
LMガイド、ボールスプライン、ボールねじ、リンクボール
アクチュエータ等の製造・販売

◼ 売上（連結）
2,779億円 (2019年12月期)

◼ 従業員数（連結）
13,260人 (2019年12月31日現在)

グローバル原価の好事例
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THK株式会社様 事例 ＜導入の背景＞

精緻な原価計算によるグループ全体の見える化で、経営基盤を強化

グローバル原価の好事例

グループ原価管理基盤

国内８拠点 中国４拠点 北米ベトナム

Point

1

Point

2

Point

3

「受注生産・多品種少量生産」に応じた 精緻な原価計算の実現

日本・中国・ベトナム・北米での、グループ原価管理基盤の構築

統一した原価管理の仕組みにより、グループ全体で“共通言語化”

グループ会社



31Copyright (C) Business Engineering Corporation.

THK株式会社様 事例 ＜システムの特長＞

グループ全体で、品目・オーダ別の実際原価計算を実現

グローバル原価の好事例

✓ 品群別の標準原価から、

品目・オーダ別の実際原価へ

✓ 従来は簿外扱いの端材を在庫管理対象に

✓ ハンディによる作業報告管理の改善

✓ 購買件数やクレーム件数等の利用により、

実態に即した部門間配賦を実現
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THK株式会社様 事例 ＜導入効果＞

統一した原価管理基盤により共通言語化、拠点間比較可能な仕組みに。

✓ 正確な拠点別・品目別・オーダ別の原価・採算を把握可能に
✓ 工程別原価の把握と不良特性の分析により、具体的なカイゼンを推進
✓ 原価計算基準の統一と全拠点の原価情報の見える化により共通言語化
✓ 拠点間比較可能な仕組みにより、生産移管を検討可能に
✓ グループ連結での月次決算のスピードアップ

原価情報活用ワークショップ

（例）
・収益向上のための継続的なアクションプランの立案・実施

（個別原価の把握により、損益状況の実態が明らかになったことがトリガー）
・効果的なＰＤＣＡサイクルの運用方法
・各拠点の原価比較による原価低減ノウハウの共有、生産移管の検討

各拠点のリーダが集まり、原価情報を活用し、アクションプランにつなげるための会議体
拠点毎に「使いこなし度」が異なるため、ノウハウ共有により底上げ

✓ 拠点間の原価比較により、拠点間の競争意識が向上
✓ 担当者同士がノウハウ共有することで、原価が改善。

導入効果

副次効果

グローバル原価の好事例
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日産化学株式会社様 ＜企業概要＞

◼ 社名
日産化学株式会社

◼ 設立
1887年（明治20年）

◼ 主な事業内容
化学品事業、機能性材料事業、農業化学品事業、医薬品事業
新事業企画

◼ 売上（連結）
2,049億円 (2019年)

◼ 従業員数
連結2,583名／単体1,861名 （2018年）

SAP＋原価の好事例

化学品事業 機能性材料事業

農業化学品事業 医薬品事業
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日産化学株式会社様 事例

mcframe導入により製品別の実際原価計算、損益管理、損益分岐点管理を実現

SAP＋原価の好事例

導入前の課題

• 標準原価計算のみで実際原価計算ができていない
• 製品別の損益管理が十分にできていない

• 全社のコストを適正配賦した独自の製品別原価計算を実現
• 実際原価による製品別・工場別等の損益管理・損益分岐点管理

が可能に
• 複数回の演算処理も短時間で完了

mcframe原価管理を導入した財務部担当者の声

• mcframeによって単なる結果だけでなく、発生原価の内容まで提示す
ることが可能になったので、経営層にとっても望んでいた仕組みを実現
することができた。

• 製品別損益分岐点管理のために、実際原価計算や損益計算など複数回
の演算処理を行っているが、非常にスムーズに短時間で計算可能。

導入効果
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SAP-mcframe原価管理の連携パターン

ＳＡＰを補完する原価管理ソリューションとしての活用事例も多数

パターン①
管理会計用途

生産 販売購買

財務会計

管理会計

mcframe原価管理

生産 販売購買

財務会計

管理会計
（定着後廃止）

mcframe原価管理

他システム

生産 販売購買

財務会計

mcframe原価管理

パターン②
財務・管理会計用途

パターン③
全社原価管理基盤用途

＜背景＞
•実際原価・予算原価を対象
•為替・原燃料・稼働率等の変動
が大きく、標準原価ベースでは
意思決定できない

＜背景＞
•標準原価文化が浸透しない
•新製品が多いなど、標準原価の
設定が困難
•①のように財管で金額が異なる
運用は避けたい

＜背景＞
•SCM系をSAPで統一するのが
困難
•個別仕様品の事業では標準原
価の運用が困難
•原価管理基盤を全社で統一した
い

管理会計
（部門別会計）



デモンストレーション
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構
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原価管理の強化ステップ例

STEP1・2で、大きな効果をあげることが可能
（現状と２段階以上飛躍した目標設定は、運用が破綻するので要注意）

実生産性を反映した製品別実際原価の把握STEP1 実態を把握する

製品別・得意先別損益の把握と営業戦略への活用STEP2 利益を捻り出す

標準原価を活用した予算編成と予実管理

標準原価を活用した原価企画・維持・改善活動STEP3

STEP4

利益を計画通りに出す

拠点別原価管理からグループ原価管理への展開STEP5
グループで利益を
最大化する
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実際原価導入時のポイント

現場の実態を反映していない「原価管理」は使われない

現場で収集している
データ精度

管理が要求する
データ精度

✓原材料使用量
✓作業時間
✓ユーティリティー使用量
✓発生ロス・不良

✓原材料使用量
✓作業時間
✓ユーティリティー使用量
✓発生ロス・不良



40Copyright (C) Business Engineering Corporation.

実際原価導入時のポイント

“いまある”データで工夫するほか、生産管理も合わせて検討する案もあり

EDI スケジューラ 会計システム mcframe COCKPITmcframe PLM

SCM ： Supply Chain Management          PCM ： Product Cost Management

SCM

外注管理

生産計画

製造管理

購買管理

品質管理

需給管理

受注管理

出荷管理

PCM

標準原価

予算原価

実績原価

実際原価

ツール

mcframe/Report

共通機能

履歴管理

権限管理

開発環境

FrameManager

プッシュ通知

KPIダッシュボード

原価差異分析売上管理

利益分析

マスタ管理

販売計画

在庫管理

レポート

債権管理

マルチデバイス

タイムライン・ナレッジ

データ入出力

承認ワークフロー

自動仕訳債務管理
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実際原価導入時のポイント

現場のデジタル化・IoT活用により、人手では困難なレベルの情報が取得可能に

低 高リアルタイム性

低 高情報精度

IoTタブレット画面入力 ハンディ

小 大情報量

人手 自動
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現場のデジタル化により得られるもの

現場データが経営指標までつながることで、現場力が向上し、経営が深化

現
場
デ
ー
タ

使用量

出来高

人時間

機械時間

在庫受払

検査データ

現場管理

原価管理

経営管理

生
産
性
指
標

能率

稼働率

不良率

残業時間

在庫滞留

異常逸脱

原
価
指
標

材料費

労務費

経費

原価差異

製品別

ライン別

経
営
指
標

売上予実

原価予実

収支予実

製品別

部門別

顧客別

“感覚”ではなく、“数字”で判断する経営へ異常への感度とカイゼン文化を醸成
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グループ原価管理基盤構築のポイント

共通の“モノサシ”を定義することが大事

同じ仕組み 同じ粒度 同じ精度

グループ全体が「同じ言葉」で語れる

システム 原価費目体系
部門・工程の粒度

配賦方針
実績精度
在庫精度
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同じ粒度・同じ精度にするために

『現地まかせ（放任）』にしない、本社主導の重要性

ベトナム タイ インドネシア

・・・

リーダー メンバー リーダー メンバー リーダー メンバー

メンバー メンバー メンバー

日本本社
本社主導で基本方針を策定

サポートメンバーを国際部から派遣
運用定着するまで拠点に駐在

拠点比較できないシステム
となってしまった
苦い経験からの知恵。

リーダー

粒度・精度を揃えるために
リーダーが横すべりで支援

ローカルスタッフの
協力を得られるよう

工場長に入念に根回し
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同じ粒度・同じ精度にするために

在庫精度（棚卸差異）をＫＰＩとすれば、自ずと実績精度が上がる。

実績精度（不良・廃棄含む）が上がれば、自ずと原価精度が上がる。
（作業時間の把握は二の次でもOK）

実績精度 在庫精度 原価精度

実績精度・原価精度のバロメータ
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同じ粒度・同じ精度にするために

在庫管理・実績管理ポイントは、原価管理用途を満たしているか？

原材料
倉庫

製品
倉庫工程1 工程2

原材料
倉庫

製品
倉庫工程1 工程2

原材料
倉庫

製品
倉庫工程1 工程2

入荷 出荷

入荷 出荷出庫 完成

入荷 出荷出庫 完成完成

× システム上で在庫管理ができていない

△ 工程毎の実績がないため、原価管理用途としては精度が低い

◎ 原価管理用途を満たす精度
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まとめまとめ

利益を維持・向上するために

標準原価・実際原価とも

原価管理の強化ステップは

グローバル原価で大事なのは

原価管理は有効なツール
（原価管理は利益管理）

※ただし活用しないと効果はでない

データの精度がキモ
（マスタデータ・実績データ）

まずは実態を把握し、
予測型管理で先手を打ち、
それをグループに展開する

共通のモノサシ
（同じ仕組み・粒度・精度）
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原価情報とは、現場と経営をつなぐ架け橋

⚫ 全社が一枚岩でスピード感を持って動ける仕組み

⚫ 良い業務が、良い結果をもたらしていくのが見える仕組み

⚫ 現場実態を反映した管理指標を見える化し、全体最適の意思決定を可能とする仕組み

製品・顧客別収益性情報
（製品別原価に基づく収益性分析）

製品別原価情報
（現場実態を反映した製品別原価）

生産性情報
（ライン・工程・製品別生産性）

改
善
効
果
の
見
え
る
化

迅
速
な
意
志
決
定

PDCA

PDCA

PDCA

能率・稼働率・不良率の推移は改善傾向か
現場改善施策として、どこにメスを入れるべきか

原価改善施策として、どこにメスを入れるべきか
どの拠点・ラインで生産するのが最適か

どの販売チャネルで、どの製品が稼いでいるか
営業戦略・製品企画として、どこにテコ入れすべきか



49Copyright (C) Business Engineering Corporation.

ご
質
問
コ
ー
ナ
ー
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Q&A

間接費の配賦は可能？
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きめ細かな配賦機能により、実態に即した費用配分が可能

＆

品目別配賦機能

配賦係数（任意の換算係数）による配賦

製造数量×重量換算係数 → 製造重量で配賦

作業時間×時間当り回数 → 作業回数で配賦

製造数量×水使用量 → 使用水量で配賦

配賦先階層の指定
工程をグループにした「部門」、品目をグループにした「品群」、
さらにそれらの階層構造「部門構成」・「品群構成」により、
簡潔に配賦先の絞り込みが可能。

事業本部

製造部3製造部2製造部1

工程1 工程2

●
●
●

経費
品群A

品群B

品目X 品目Y

経費

品群C
経費

品目W 品目Z
経費

●
●
●

部門間配賦機能
製造１部

製造２部

動力部

業務部

占
有
面
積
比
率
配
賦

配置人員比率配賦

使用電力比率配賦

作業時間配賦 製造数量配賦

購入数量配賦 購入金額配賦

投入数量配賦

製造・購入数量配賦

製造原価配賦 売上数量配賦※ 売上金額配賦※

売上原価配賦※ 売上利益配賦※

※は販管費配賦用

＜活用例＞
任意の比率で配賦可能なため、面積比率・人員比率の
ほか、購買件数の比率で購買部門の費用を配賦する
など実態に即した精度の高い部門間配賦が可能

任意の比率を用いた部門間配賦が可能。
（直接配賦法、相互配賦法、階梯式配賦法）

任意基準値配賦

全社
建物償却費
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配賦ルールの検討ツールもパッケージング
081161 081141 081301 000107 081111 081151 081171 000108

予算科目

配賦対象
勘定

配賦基準 テキスト 製
造
１
Ｇ

製
造
２
・
３
Ｇ

品
質
保
証
Ｇ

生
産
シ
ス
テ
ム
Ｇ

生
産
管
理
Ｇ

施
設
・
環
境
Ｇ

物
流
Ｇ

品
質
管
理
Ｇ

製
造
計
画
Ｇ

給与支給額 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

福利費 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

退職給付引当金 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

時間外手当

通勤交通費 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

福利厚生費 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

社宅費 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

賞与支給額 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

人件費予算 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

減価償却費（直接） ＋(予算) ＋(予算)

減価償却費（間接） ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

減価償却費予算 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
経費 ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算) ＋(予算)

経費予算 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ ＋
福利厚生費 クリーニング代 ＋(予算)

補修・取替 ＋(予算)

保守・点検 ＋(予算)

維持・管理 ＋(予算)

電気 ＋(予算)

重油 ＋(予算)

ガス ＋(予算)

水道 ＋(予算)

工業用水 ＋(予算)

部門共通費予算 0 0 0 0 ＋ ＋ 0 0 0
予算計 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

-Σ(配賦元)

＋(配賦先)

-Σ(配賦元)

＋(配賦先)

-Σ(配賦元)

＋(配賦先)

部門共通費配賦 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 0 ＋ ＋
全費用 全費用 人員比 ＋(配賦先) ＋(配賦先) -Σ(配賦元)

全費用 全費用 人員比 ＋(配賦先) ＋(配賦先) -Σ(配賦元)

全費用 全費用 人員比 ＋(配賦先) ＋(配賦先) -Σ(配賦元)

全費用 全費用 建物使用面積比 ＋(配賦先) ＋(配賦先) -Σ(配賦元)

全費用 全費用 試験時間比 ＋(配賦先) ＋(配賦先) -Σ(配賦元)

全費用 全費用 作業時間比 ＋(配賦先) ＋(配賦先) -Σ(配賦元)

間接費配賦（人件費、減価償却費、経費、部門共通費） ＋ ＋ 0 0 0 0 0 0 0

配賦結果計 ＋ ＋ 0 0 0 0 ＋ 0 0

＋(配賦先) ＋(配賦先)

修繕費

水道光熱費

＋(配賦先)建物使用面積比 ＋(配賦先) ＋(配賦先)水道光熱費 部門共通費

福利厚生費 部門共通費 ＋(配賦先)人員比 ＋(配賦先) ＋(配賦先)

＋(配賦先) ＋(配賦先)

＋(配賦先) ＋(配賦先)

勘定科目

修繕費 部門共通費 建物使用面積比

製造部門 補助部門

＋(配賦先) ＋(配賦先) ＋(配賦先)

＋(配賦先) ＋(配賦先)

勘定科目 配賦基準

直接労務費

直接減価償却費

間接費

どの部門で、どのような費用が発生し、
どのような比率で直接部門や製品に
サービス提供されているか実態を調査
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Q&A

変動費・固定費の分離は可能？
（限界利益分析は可能？）
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原価費目別のころがし計算により、変動費・固定費を分離可能

原価費目別のころがし計算により、累加法・非累加法双方の見方に対応

原材料費@25

加工費@15

前工程費@40

完
成
品
原
価

累
加
法

非
累
加
法

原材料費@10

加工費@20

第1工程@15

第2工程@20
加工費@35

第1工程@25

第2工程@10

原材料費@35

完
成
品
原
価

第１工程の原価内訳は不要
（前工程費としてまとめたい）

全工程串刺しで、
費目別の原価内訳を把握したい
（前工程費としてまとめたくない）

第２工程の管理者

事業部長
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限界利益の損益分岐点分析への活用

固定費予算の回収状況や利益予算の獲得状況をモニタリング

固定費の回収状況、
目標利益の獲得状況を
累計ベースで確認

計画では12月で
固定費回収が終わる予定
がまだ遅れている

年度末までに固定費線を
またげなければ赤字

固定費

限界利益

利益

予算進捗レポート

限界利益（売上－変動費）が、

・固定費予算を回収すれば損益分岐点

・固定費＋利益予算を回収すれば予算達成

化学メーカー様事例
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Q&A

原価計算の粒度は品目別のみ？
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総合原価・個別原価双方に対応

品目別のほか、製番別・ロット別など任意の切り口で原価計算・集計が可能

製番１～４品目コード

キー選択
任意の切り口で集計・照会が可能

ロットor サブロットor
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Q&A

実際原価を計算するためには、
どのような実績データが必要？
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実績インターフェイス概要

実際原価計算の利用範囲と必要なデータの対応

連携元

システム
必要データ項目

mcframe原価管理の利用範囲

下記項目まで利用する場合に必要なデータ

原価管理メッシュごとに

必要とされるデータ精度

営業利益 売上総利益 売上原価 製造原価 製品別原価 個別原価

会計 製造経費・労務費 ○ ○ ○ ○ 部門別 部門別

販管費 ○ 部門別 部門別

生産管理 生産・投入数量 ○ ○ ○ ○ 品目別 ロット・製番別

直接作業時間 ○ ○ ○ ○ 品目別 ロット・製番別

間接作業時間 （〇） （〇） （〇） （〇） 部門・工程別 部門・工程別

購入/外注数量・金額 ○ ○ ○ ○ 品目別 ロット・製番別

支給数量・金額 ○ ○ ○ ○ 品目別 ロット・製番別

入出庫数量（他勘定） ○ ○ ○ ○ 品目別 ロット・製番別

販売管理 売上数量 ○ ○ ○ 品目別 ロット・製番別

売上金額 ○ ○ 品目別 ロット・製番別

入出庫数量（他勘定） ○ ○ 品目別 ロット・製番別



60Copyright (C) Business Engineering Corporation.

オンラインよろず相談サービス

対面でのお打合せが難しい状況が続いておりますが、IT化やDX推進をご検討される良い機会でもあります。
弊社はWEB会議システムを用いまして、IT化やDX推進に関するご相談を承っております。

原価管理のほか生産管理、IoTなどなど、お気兼ねなくご相談ください。

ご希望のお客様は、アンケートへご記入ください

他社では
どうしてるの？

こんなことに
悩んでるんだけど・・・
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ご清聴いただきありがとうございました




